
平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
受
領

答

弁

第

三

六

〇

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
六
〇
号

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
後
藤
田
正
純
君
提
出
郵
政
改
革
に
よ
る
民
業
圧
迫
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
後
藤
田
正
純
君
提
出
郵
政
改
革
に
よ
る
民
業
圧
迫
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
意
見
や
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
に
開
催
し
た
第
九
回
郵
政
改
革
関
係
政
策
会
議

の
配
布
資
料
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日
及
び
同
月
二
十
五
日
に
開
催
し
た
郵
政
改
革
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
資
料

並
び
に
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
郵
政
改
革
に
関
す
る
意

見
募
集
の
結
果
と
し
て
、
内
閣
官
房
の
郵
政
改
革
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
お
い
て
は
、
郵
政
改
革
に
対
す
る
賛
成
あ
る
い
は
反
対
の
立
場
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

広
く
意
見
や
要
望
を
聴
取
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
意
見
や
要
望
の
聴
取
先
の
公
平
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
「
郵
政
改
革
に
関
連
す
る
諸
事
項
等
に
つ
い
て
」
は
、
広
く
意
見
や
要
望
を
聴
取

し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
踏
ま
え
た
結
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
郵
便
貯
金
の
預
入

限
度
額
、
簡
易
生
命
保
険
の
加
入
限
度
額
の
方
針
を
固
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
二
〇
〇
五
年
と
現
時
点
で
の
郵
政
事
業
の
状
況
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
の
面
で
み
る
と
、
郵
便
貯
金

の
貯
金
残
高
は
約
四
十
兆
円
、
簡
易
生
命
保
険
の
保
有
契
約
件
数
は
約
千
七
百
万
件
減
少
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
は
、
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
及
び
保

険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
に
基
づ
き
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
資
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
責
任
に
お
い
て
自
主
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
も
、
御
懸
念
の
点
に
配

意
し
つ
つ
、
現
在
、
国
債
を
中
心
と
し
た
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

や
国
債
以
外
へ
の
運
用
の
拡
充
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


